
マ
ル
セ
ル
・
ブ
リ
オ
ン
の
著
作
の
ひ
と
つ
に
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
　
イ
タ

リ
ア
の
仮
面
』（M

arcelB
rion,

V
enice,the

m
asque

ofItaly,London

1962

）
が
あ
る
が
、
バ
イ
ロ
ン
の
詩
に
拠
る
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
仮
面
の

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
に
酔
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
姿
を

借
り
、
爛
熟
し
た
西
欧
文
明
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
も
う
二
十
年
以

上
も
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
私
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル

最
高
潮
の
日
に
予
期
せ
ず
遭
遇
し
、
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
映
画

『
カ
サ
ノ
バ
』（
一
九
七
六
）
そ
の
ま
ま
の
よ
う
な
光
景
を
目
に
し
た
経
験

が
あ
る
。

西
洋
に
お
け
る
仮
面
の
伝
統
は
、
古
く
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
仮
面
劇
に
、

よ
り
新
し
く
は
一
六
世
紀
の
コ
ン
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
お
も
に
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
に
表
現

さ
れ
た
仮
面
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

１

仮
面
は
芝
居
や
演
劇
の
小
道
具
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の

時
代
に
も
演
劇
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
よ
く
表
現
さ
れ
た
。
ラ
フ
ァ
エ

ロ
の
描
い
た
《
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
》（
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
　
署
名
の
間
　
一

五
一
一
年
頃
）（
図
１
）
で
は
、
ア
ポ
ロ
ン
に
付
き
従
う
九
人
の
ム
ー
サ

（
諸
芸
術
の
女
神
）
の
ひ
と
り
メ
ル
ポ
メ
ネM

elpom
ene

は
、「
悲
劇
」

の
ム
ー
サ
で
あ
り
、
仮
面
を
手
に
も
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
・
リ
ッ
ピ
の
壁
画
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
　
サ
ン

タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
　
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
礼
拝
堂
　
一
四
九
五

〜
一
五
〇
二
年
）（
図
２
）
で
は
、
右
手
に
仮
面
を
持
つ
メ
ル
ポ
メ
ネ
に

向
き
合
っ
て
、
仮
面
を
足
の
下
に
踏
み
つ
け
て
い
る
エ
ラ
トE

rato

（「
叙
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情
詩
や
恋
愛
詩
」
の
ム
ー
サ
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
実
の
人
生
の
模
倣

に
始
ま
る
悲
劇
が
仮
面
を
手
に
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
人
生
に
内
面

的
霊
感
を
求
め
、
虚
構
を
軽
蔑
す
る
叙
情
詩
は
楽
器
を
奏
で
な
が
ら
仮
面

を
踏
み
つ
け
て
い
る
。

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
リ
ー
パ
の
『
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ア
』Iconologia

（
初
版
一

五
九
三
年
）
の
「
模
倣
」Im

itatione

の
項
目
を
見
る
と
、
そ
の
挿
絵
の

女
性
は
右
手
に
絵
筆
を
、
左
手
に
仮
面
を
持
っ
て
お
り
、
絵
画
や
演
劇
が

模
倣
の
芸
術
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
足
下
に
い
る
猿
が
人
真
似
を

す
る
動
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
忠
節
」

Lealtà

の
項
目
の
挿
絵
で
は
、
右
手
で
砕
か
れ
た
仮
面
を
掲
げ
、
左
手
に

は
内
面
の
熱
情
を
示
す
松
明
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
衣
装
も
薄
く
、
自
分

を
隠
し
た
り
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
地
面
に
は
別
の
仮
面
が
お
ち
て
い
る

が
、
ふ
た
つ
の
仮
面
は
二
枚
舌
を
意
味
す
る
。（
３
を
参
照
）

２

悪
徳
は
一
般
的
に
偽
装
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仮
面
は
悪
徳
全
般
の
象

徴
と
な
る
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
描
い
た
《
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
ィ
・
メ
デ
ィ
チ

の
肖
像
》（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
　
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
　
一
五
三
三
／
三
四
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年
）（
図
３
）
は
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
豪
華
王
の
美
徳
を
た
た
え
て
お
り
、
右

上
の
水
差
し
に
〈V

IR
T

U
T

U
M

O
M

N
IU

M
V

A
S

〉「
あ
ら
ゆ
る
美
徳
の

容
器
」
と
記
銘
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
下
の
醜
い
仮
面
は

〈V
IT

IA
V

IR
T

U
T

ISU
B

JA
C

E
N

T

〉「
悪
徳
は
美
徳
に
支
配
さ
れ
る
」
と

記
さ
れ
た
台
に
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
画
面
左
下
の
仮
面
は
、
自
分
の
舌

を
噛
ん
で
お
り
、「
嘘
」
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

美
徳
と
悪
徳
の
ど
ち
ら
に
従
う
べ
き
か
迷
っ
て
い
る
姿
を
描
い
た
、
ア

ン
ニ
ー
バ
レ
・
カ
ラ
ッ
チ
（
一
五
六
〇
―
一
六
〇
九
）
の
《
分
か
れ
道
の

ヘ
ラ
ク
レ
ス
》（
ナ
ポ
リ
　
国
立
美
術
館
）
で
も
、
悪
徳
を
象
徴
す
る
半

裸
の
女
性
の
傍
ら
に
仮
面
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
図
像
構
成

は
一
七
世
紀
に
頻
繁
に
描
か
れ
て
い
る
。

３

仮
面
は
、
悪
徳
の
な
か
で
も
特
に
「
欺
瞞
」
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ

た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
欺
瞞
の
本
質
が
隠
蔽
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
リ

ー
パ
の
『
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ア
』
の
「
欺
瞞
」Fraude

の
項
目
の
挿
絵
（
図

４
）
で
は
二
つ
の
顔
の
女
性
が
、
右
手
に
二
つ
の
心
臓
を
、
左
手
に
「
仮

面
」
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
足
先
は
鷲
の
爪
で
、
サ
ソ
リ
の
尻
尾
を
の

26

図４ チェーザレ・リーパ　『イコノロギア』
「欺瞞」Fraude

図３ ヴァザーリ　《ロレンツォ・ディ・メ
ディチの肖像》　フィレンツェ　ウフィツィ
美術館
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ぞ
か
せ
て
い
る
。
同
じ
書
の
「
虚
偽
」B

ugia

の
項
目
の
挿
絵
で
も
、
や

は
り
仮
面
が
衣
服
の
模
様
と
し
て
飾
ら
れ
て
い
る
し
、
「
偽
装
」

Sim
ulatione

の
項
目
の
解
説
で
は
、
そ
の
顔
に
仮
面
を
つ
け
て
い
る
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。（「
忠
節
」Lealtà

の
項
目
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
１
を
、

「
死
」M

orte

に
つ
い
て
は
５
を
参
照
）

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
稿
（W

indsor,
12700verso

;

R
ichter,

684

）（
図
５
）
に
も
〈V

erita
:

il
sole

〉「
真
実：

太
陽
」、

〈B
ugia

:m
aschera

〉「
虚
偽：
仮
面
」
と
記
さ
れ
、
光
や
火
に
当
た
っ

て
溶
け
出
す
仮
面
の
素
描
が
い
く
つ
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
大
画
家
ア
ペ
レ
ス
が
描
い
た
と
い
う
《
誹
謗
》
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
な
ど
の
画
家
に
よ
っ
て
想
像
復
元

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
復
元
画
の
一
枚
で
あ
る
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
レ
オ

ン
ブ
ル
ー
ノLorenzo

Leonbruno

（
一
四
八
九
―
一
五
三
七
頃
）
の
寓

意
画
《
ア
ペ
レ
ス
の
誹
謗
》（
ミ
ラ
ノ
　
ブ
レ
ラ
絵
画
館
　
一
五
二
五
―

三
〇
年
頃
）（
図
６
）
で
は
、
玉
座
の
背
後
に
両
手
で
仮
面
を
か
ざ
す
女

性
「
偽
装
」Sim

vlationi

が
描
か
れ
て
い
る
。

４

恋
に
嘘
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
仮
面
は
恋
愛
関
係
や
愛
の
女
神
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
と
さ
れ
た
。

ブ
ロ
ン
ツ
ィ
ー
ノ
の
《
愛
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
》（
ロ
ン
ド
ン
　
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
一
五
四
〇
―
四
五
年
頃
）（
図
７
）
で
は
、
抱
擁
す

る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
か
た
わ
ら
で
、
ひ
と
り
の
美
少
女
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
し
か
し
彼
女
の
衣
服
の
下
に
は
、
お
ぞ
ま
し
い

爬
虫
類
の
胴
体
と
ラ
イ
オ
ン
の
爪
が
見
え
、「
欺
瞞
」
の
寓
意
像
と
思
わ
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図５ レオナルド・ダ・ヴィンチの手稿
（Windsor,12700verso ; Richter, 684）部分

図６ ロレンツォ・レオンブルーノ　《アペレ
スの誹謗》　ミラノ　ブレラ絵画館
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れ
る
（
３
で
述
べ
た
リ
ー
パ
の
「
欺
瞞
」Fraude

と
比
較
参
照
さ
れ
た

い
）。
画
面
右
下
の
最
前
景
に
は
ふ
た
つ
の
仮
面
（
老
い
た
男
と
若
い

女
？
）
が
置
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
欺
瞞
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
同
じ
ブ
ロ
ン
ツ
ィ
ー
ノ
に
よ
る
ブ
ダ
ペ
ス
ト
美
術
館
の
《
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
》（
図
８
）
の
最
前
景
に
も
ふ
た
つ
の
仮
面
が
描
か
れ

て
い
る
）
さ
ら
に
画
面
左
上
に
描
か
れ
た
ふ
つ
う
「
真
理
」
の
寓
意
像
と

さ
れ
る
女
性
も
仮
面
を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。（
こ
の
絵
に
つ

い
て
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
名
著
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』
な
ど
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
説
明
は
省
略
す
る
）

マ
ー
ル
テ
ン
・
デ
・
フ
ォ
スM

artin
de

V
os

に
も
と
づ
く
ヨ
ー
ハ

ン
・
サ
デ
ラ
ーJohann

Sadeler

の
版
画
《
ウ
ェ
ヌ
ス
の
子
ど
も
た
ち
》

（
一
五
八
五
年
）
に
も
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
乗
る
凱
旋
車

に
ふ
た
つ
の
仮
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
Ｇ．

ト
ロ
ッ
テ
ン
『
ウ
ェ
ヌ
ス
の

子
ど
も
た
ち
』
あ
り
な
書
房
　
二
一
七
頁
　
図
87
参
照
）。

５

欺
瞞
や
恋
愛
関
係
の
象
徴
で
あ
る
仮
面
は
、「
夜
」
や
「
死
」
の
象
徴

と
し
て
も
表
現
さ
れ
た
。
ヘ
シ
オ
ド
ス
『
神
統
記
』（
二
一
一
―
二
一
五
）

28

図８ ブロンツィーノ　《ヴィーナスとキ
ューピッド》　ブダペスト美術館

図７ ブロンツィーノ　《愛のアレゴリー》
ロンドン　ナショナル・ギャラリー
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に
は
、「
夜
」（
ニ
ュ
ク
ス
）
の
子
ど
も
た
ち
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
死
、

眠
り
、
夢
、
運
命
、
憤
り
、
老
齢
、
争
い
な
ど
が
、
欺
瞞
や
愛
欲
と
と
も

に
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
念
は
た
が
い
に
絡
み
合
っ
て
複
雑
な
図
像

を
作
り
上
げ
る
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
制
作
し
た
《
ヌ
ム
ー
ル
公
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
デ
・

メ
デ
ィ
チ
墓
碑
》（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
　
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
聖
堂
　
メ
デ

ィ
チ
家
礼
拝
堂
）
の
寓
意
像
《
夜
》（
一
五
二
六
―
三
一
年
）（
図
９
）
に

は
、
フ
ク
ロ
ウ
、
ケ
シ
の
花
輪
な
ど
と
と
も
に
仮
面
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
夜
の
象
徴
で
あ
り
、
眠
る
女
性
の
母
親
の
よ
う
な
乳

房
は
夜
の
繁
殖
力
を
示
し
て
い
る
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
作
品
で
仮
面
が
登
場
す
る
も
の
が
、
さ
ら
に
二
つ

ほ
ど
残
さ
れ
て
い
る
（
彼
の
原
作
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
模
作
が

多
数
残
さ
れ
て
い
る
）。
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
一
般
に
「
夢
」
と
さ
れ

る
も
の
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ド
」
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
夢
」
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
素
描
（
ロ
ン
ド
ン

コ
ー
ト
ー
ル
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
一
五
三
五
―
六
年
頃
）
や
ア
レ
ッ
サ
ン

ド
ロ
・
ア
ッ
ロ
ー
リ
の
模
作
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
　
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館

一
五
七
〇
年
代
）（
図
10
）
な
ど
が
あ
る
。
ひ
と
り
の
若
者
が
地
球
儀
に

も
た
れ
、
背
景
の
暗
闇
の
中
に
は
大
食
、
淫
欲
、
憤
怒
、
怠
惰
な
ど
の
悪

徳
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
若
者
の
腰
か
け
て
い
る
四
角
い
箱
の
な
か

に
数
個
の
仮
面
が
置
か
れ
て
い
る
。
２
で
述
べ
た
よ
う
に
、
悪
徳
は
お
の

れ
を
隠
蔽
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
仮
面
は
悪
徳
全
般
を
象
徴
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
天
か
ら
お
り
て
き
て
ラ
ッ
パ
を
吹
く
有
翼
の
若
者
は
、

地
上
の
芥
に
ま
み
れ
る
人
間
を
よ
り
高
い
存
在
へ
向
か
う
よ
う
に
と
呼
び
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覚
ま
し
て
い
る
。（
こ
の
有
翼
の
若
者
に
つ
い
て
は
「
名
声
」「
美
」
な
ど

の
説
が
あ
る
）

「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
」
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
下
絵
（
一

五
三
二
―
三
三
年
）
を
も
と
に
ポ
ン
ト
ル
モ
が
油
絵
と
し
て
仕
上
げ
た
と

伝
え
ら
れ
る
（
一
五
三
三
年
頃
）。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
か
ら
の
模
写
素
描

（
ナ
ポ
リ
　
国
立
美
術
館
　
一
五
四
〇
年
頃
）
や
、
ポ
ン
ト
ル
モ
、
ブ
ロ

ン
ツ
ィ
ー
ノ
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
ら
か
、

そ
の
流
派
に
よ
る
多
数
の
模
作
が
残

さ
れ
て
い
る
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
　
ア

カ
デ
ミ
ア
美
術
館
な
ど
）
（
図
11
）

（
二
〇
〇
二
年
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
三
六

点
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

十
六
点
は
文
書
記
録
だ
け
に
よ
る
も

の
）。バ

ラ
の
花
と
布
地
が
置
か
れ
た
祭

壇
に
は
、
弓
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
２

つ
の
仮
面
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。

醜
い
サ
テ
ュ
ロ
ス
の
仮
面
と
美
し
い

若
者
の
仮
面
で
あ
り
、
４
で
述
べ
た

ブ
ロ
ン
ツ
ィ
ー
ノ
の
《
愛
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
》
と
同
じ
く
欺
瞞
を
表
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
サ
テ
ュ
ロ
ス
の
仮
面
は
獣
的
欲
望
で
、
若

者
の
仮
面
は
高
貴
な
理
想
と
い
う
愛
の
二
面
性
を
表
す
の
か
。
サ
テ
ュ
ロ

ス
の
仮
面
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
自
嘲
的
な
自
画
像
と
言
う
説
も
あ
る

（
《
最
後
の
審
判
》
の
聖
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
の
生
皮
の
よ
う
に
）。

ど
こ
か
禁
欲
的
に
も
見
え
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
は
、
単
純
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図 10 アレッサンドロ・アッローリ
《夢》 フィレンツェ　ウフィツィ美術館

図11 ポントルモ（？）《ヴィーナスとキューピッド》フィ
レンツェ　アカデミア美術館
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な
愛
欲
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
天
上
の
愛
と
地
上
の
愛
と
い
う
新
プ
ラ
ト

ン
主
義
的
な
愛
を
表
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
有
力
で
あ
る
。
祭
壇
前
面

に
描
か
れ
て
い
る
倒
れ
た
男
は
恋
の
犠
牲
者
と
思
わ
れ
る
が
、
仮
面
は

「
死
」
の
象
徴
と
も
な
る
。
Ｅ．

ウ
ィ
ン
ト
（『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
異
教
秘
儀
』

晶
文
社
　
三
五
〇
ペ
ー
ジ
　
注
55
）
に
よ
れ
ば
、
仮
面
を
意
味
す
る
ラ
テ

ン
語larva

は
、
死
の
恐
ろ
し
い
側
面
（
骸
骨
、
幽
霊
、
影
）
を
も
表
し

て
い
る
。
ホ
ラ
ポ
ッ
ロ
の
『
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
ィ
カ
』H
ieroglyphica

（
一
五
五
一
年
）
で
はM

anes

（
死
者
の
霊
）
な
る
語
は
仮
面
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
（
図
12
）、
リ
ー
パ
の
『
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ア
』
の
「
死
」M

orte

の
項
目
の
挿
絵
で
も
死
は
仮
面
を
つ
け
て
い
る
。

﹇
本
稿
は
「
西
洋
に
お
け
る
仮
面
」
に
つ
い
て
何
か
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
編
集
委
員
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
菲
才
を
か
え
り
み
ず
、
短
い
時
間
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
﹈
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【
特
集
】
仮
面
と
憑
依

西
洋
美
術
に
表
現
さ
れ
た
「
仮
面
」

図12 ホラポッロ『ヒエログリフィカ』
Manes（死者の霊）
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